
 
 

８／７に発信した大飯４号機「Ａ－Ｄ／Ｇ注意」警報について 
 
 
（原子力安全・保安院が発信したメール） 
 
＜第１報＞ 
 
平成２４年８月７日 １２時４６分 発信 

 
 本日（８月７日（火））１０時３５分、大飯発電所４号機の中央制御室で、非常用

ディーゼル発電機の油タンクに係る警報（Ａ―ＤＧ注意）が発生しました。 
 燃料油タンク付近の確認、燃料油漏えい検出器の確認によって、漏えいがないこ

とを確認済みです。 
 
 原因は、燃料油貯蔵タンクの液位が１５６キロリットルのところで燃料を補給

する作業を開始したところ、燃料油タンクの液面が揺れたことで、一時的に液位が

下がり、燃料油の補給を促す警報（警報設定値：１５５キロリットル）が発生した

ものです。 
 
 保安規定で定める貯蔵必要量（４６キロキットル）は満足しています。 
 現在、燃料油貯蔵タンクは、１６４キロリットルまで補給が行われており、ほぼ

満杯状態で、警報は消灯しています。 
 
 本警報は、過去にも、燃料受入に伴い発生しています。外部への放射性物質による

影響はありません。本件は、４号機の運転に影響はありません。 
 
 
現地保安検査官が現場確認を行っています。 
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○ ４号機　Ａディーゼル発電機燃料油貯蔵タンク

発電所配置図 燃料油貯蔵タンク位置図
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「Ａ－Ｄ／Ｇ注意」警報発信状況図 

燃料油貯蔵タンク概要図

燃料油
地下タンク室

タンクローリより

ディーゼル発電機へ

指示計（警報器）

油面の高さにより、
浮きが上下する仕組み

燃料油貯蔵タンク

164ｷﾛﾘｯﾄﾙ
(補給後)

155ｷﾛﾘｯﾄﾙ
(警報設定値)

「Ａ－ＤＧ注意」警報発信
　（8月7日 10時35分）

・燃料油の補給を実施。
　(保有量156ｷﾛﾘｯﾄﾙより開始)

・燃料油貯蔵タンクの油面が
　一時的に上下に揺らぐ。

・油面が燃料油の補給を促す
　警報（設定値：155ｷﾛﾘｯﾄﾙ）
　を下回ったため警報が発信。

・燃料油の補給完了
　（保有量164ｷﾛﾘｯﾄﾙ）

・警報を手動でリセット
　（8月7日 10時52分） 46ｷﾛﾘｯﾄﾙ

(保安規定制限値)

156ｷﾛﾘｯﾄﾙ
(補給前)


